
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 ２０２１年１月５日 №5３０ 作成者 久光 裕加里 

―ＴＡＣ information―  

情報発信による営農支援

の取組 

管内の特色を活かした特産物

販売 

今年の干支、牛は昔から食料としてだけでなく、農作

業や物を運ぶときの労働力として、人間の生活に欠かせ

ない動物でした。勤勉に働く姿が「誠実さ」を象徴し、

身近にいる縁起の良い動物として十二支に加えられた

ようです。 

 牛の年は、先を急がず一歩一歩着実に物事を進めるこ

とが大切な年といわれています。 

 そんな年にふさわしく、皆様のお役に立てるよう着実

に業務を実施していきます。 

適正かつ確実な農産物検査

の実施 

土壌分析を活用した営農技術

相談活動の実施 

 
今年も牛のように一歩一歩確実に、力強く進んで参りたいと思います。 

また、一日も早いコロナ収束を祈っています。 

京おくらを新たな品目に 

定期的なマルシェの開催 

新たな地域特産物による生産振興 

謹んで新春をお祝い申し上げます。 

旧年中は大変お世話になり、誠にありがとうございました。 

今年も、旬の情報を皆様にお届けできるよう取り組む所存でございますの

で、変わらぬご指導を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 
今年は、「幸」多き年になりますように… 


